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ムラサキイガイの中腸腺の構造

山元憲一日半田岳志

Structure of the digestive diverticula of the common mussel， Mytilus g，αlloprovinciαlis 
(Mollusca : Bivalvia : Isofilibrancl由)

Ken -ichi Y amamoto l and Takeshi Handa 

Abstract : The corrosion resin“ casts and the tissue preparations of the dig巴stivediverticula of the common 

mussel， Mytilus galloprovincialis were observed. The resin-casts were made of the prepolymerization 

methyl methacrylate (MercoxCL-2 R) containing 10 % Mercox MA. Thεtissue preparations were stained 

with Azan. The openings of the duct of digestive div巴rticulawere th巴 3places on the inner wall of the sto伺

mach. Three openings of the ducts， which were orifice， existed in the inner wall of the stomach. The 

cilium and vil1us were distributed separately on the inner wall of the main duct. However， only villus was 

distributed on the inner wall of the secondary duct. All the tubules derived directly from the secondary 

duct. 
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緒 広司

二枚貝の中腸腺は，関の周囲に位置し 1) 関に関口した

導管で連絡しているト 5)。胃と導管の構造は，ゼラチンに

よる鋳型からマガキCrassostreagigasで、図示されており 6)

導管と中腸腺細管については組織像の観祭から模式的に図

示されている 5.7.8)。しかし，中腸腺の全体像を立体的に

明らかにした例は見られない。

そこで，著者らは，腹足綱の原始腹足自のクロアワビ

Haliotis (Noγdotis) discus discus 9 l ，サザエTurbo(Batillus) 

cornutus 10) ，中腹足自のマルタニシCip仰 gopaldi叩 chinensis11) ， 

ツメタカ、、イG伽 saulaxdidy1問山，新腹足自のアカニシRapωta

venosal3
)および二枚貝絹の等糸総類で擬弁紙型を示すリシ

ケタイラギAtれ対日 (Servatrina) lischkeana1ぺ擬弁徳目のア

コヤガイ Pinctadafucata martensif5l，カキ目で擬弁鯨型を

示すマガキ削の中腸線について，半重合メチルメタクリ

レートを使って鋳型を作成し，切片標本の観察および悶定

標本を切開した断面像の観察を行って，胃と中腸腺の立体

構造を明らかにしてきた。本研究では，二枚畏綱のイガイ

2008年 6月23日受付.Received June 23， 2008. 

自(等糸線類)のムラサキイガイ Mytilusgalloprovincialis 

を用いて，前記と同様にして鋳型および切片標本を作成

し，国定標本を観察して中腸腺の立体構造および組織像を

調べたので報告する。なお，分類は波部ら口)および奥谷日)

に従った。

材料および方法

実験には，水産大学校に隣接する港内で採集した殻長48

土 8mm (平均値±標準備差)のもの40個体および殻長11

土 2mmのもの101弱体のムラサキイガイを用いた。ムラサ

キイガイは，入手後， 0.5μm 以上の粒子を除去した海水

を1lImin注入した状態で 5-10日間蓄養し，できるだけ

消化管の内容物を排池させて実験に供した。

鋳型鋳型の作成は， Handa and Yamamoto19l に準じて，

主剤 (MERCOXCL-2 R，応、研商事株式会社)3叩 l当り硬

化剤 (MERCOXMA，応、研商事株式会社)約O.lgを混入し

たもの(以降，樹脂と表す)を用いて，次のようにして行っ

た。まず，ムラサキイガイを約O.4M/lの塩化マグネシウ
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ム水溶液剖)に，約20分間浸演して軟体部を伸展させた後，

左殻を取り除いた。口から食道へ議過海水を満たしたポリ

エチレン細管(外径約 1mm，長さ20仇cm肌， H凶ib凶ikiNo.3)を

約5rr即

f使吏つて 2分間に約1.5怖州lの速さでで、総量約 4t榔叫昨nlの樹脂を注入

した。海水中で樹脂を硬化させた後， 20%水酸化ナトリウ

ム水溶液に一昼夜浸漬して肉質部を除去し，水洗した。

胃の街菌像観察は， Davidson液(エタノール:ホルマリ

ン:氷酢酸:蒸留水=66: 44 : 23 : 67)刊で固定後，安全

剃万で腎の部分を中心にして軟体部を切り開いて行った。

組織像綴祭は， 10個体の小さい方のムラサキイガイを用

いて，山元ら山と同様にしてDavidson液で、固定した後，

常法に従ってパラフィン切片 (10μm) を11自体丸ごとの

ものを作成し，アザン染色して行った。

市富 果

中腸腺 (D)は，食道の噴門付近，胃および腸の幽門付近

の潤屈の全面を囲むようにして展開していた (Figs.1 ， 3 ， 

7 9)。中腸腺へ延びている導管は，胃の食道近くの部位

(DD 1) および腎の中央付近の左右 (DD2， DD 3) の3

箇所から数本ずつ出ていた (Figs.2 ，4 9)。これらの太

い導管は 1本ずつがそれぞれの胃壁の関口部から直接出

ている様子が閤定標本の断面 (Fig.2) および鋳型標本

(Figs. 4 -6) から確認された。導管は腎壁から出て，これ

が枝分かれを繰り返して次第に紹くなっていた (Figs.4，5)。

この部分の断面は繊毛で、覆われた切れ込みと，刷子縁で覆

われた切れ込みとなっており，主導管 (DD) を構成して

いた (Fig.11B)。さらに，主導管の刷子縁で、覆われた切れ

込みの先端から導管が延びており，その周囲は刷子縁で覆

われた二次導管 (2DD)を構成していた (Fig.11Aa，Ab)。

中腸腺細管 (T)は，殻を除去すると外部から見ることが

でき，中腸腺を覆っている膜を除去して，実体顕微鏡で見

るとその外観を鮮明に細部まで観察することが可能であっ

た (Fig.10Ca，Cb)。鋳型でも全く悶様に中腸腺細管 (T)

の像が実体顕微鏡で細部まで鮮明に確認された (Fig.10A，

B)。組織像から，中腸腺細管 (T) は，一つずつが二次導

管 (2DD) と連なっていた (Fig. 11Aa， Ab)。中腸腺細管

の断面は楕円形を呈し，周囲はアザン染色で青く染まる消

化細胞 (DC)で図まれ，精細胞 (DS)が所々に散在してい

た (Fig.llC)。

一方，腸は，腎から真っ直ぐに下降した後反転して胃の

近くまで上昇し，下降する単純な型を示していた (Fig.3)。

考 察

Yonge6
)は，原鯨類，糸線類，真弁鯨類の34種を調べて，

中腸腺はいずれも聞を囲むようにして存在していると報告

している。細部を観察すると，等糸偲類のタイラギ14)擬

弁鯨自のアコヤガイ印やカキ自のマガキ附では，殻の会

合部分に面した噴門部から幽門部にかけての留の外側には

中腸腺が存在していないと報告されている。しかし，ムラ

サキイガイでは，中腸腺はこれら 3種と同様に食道および

腎の外局に位置しているが，これらと異なって，胃の周囲

の全面に展開していた。

中腸腺へ延びている導管は，タイラギ凶と同様に胃壁

の3筒所から出ていた。しかし，タイラギ凶では 1箇

所から 1本ずつ出ているが，ムラサキイガイでは数本ずつ

出ていた。

Purchon 2-4) は，中腸腺の導管が腎壁に関口している音~

{立を 2つに分けておりつは導管が直接胃壁に関口して

いるところをOrifices (DD)，胃壁の湾入したところに数

本の導管が関口しているところをEmbayments(E) として

いる。これに基づいて関口部を分けると，アコヤガイの仲

間であるPincta白川19arisで=はDDが2箇所， Eが2箇所あ

り，アコヤガイではDDが3笛所， Eが2筒所‘あると報告さ

れている 2)。ムラサキイガイでは，タイラギ14) と河1*に3

箇所は全てDDの様相を示していた。タイラギ凶では 3箇

所のそれぞれからDDを示す関口部が 1つずつ関口してい

るが，ムラサキイガイではDDを示す関口部は 3笛所のそ

れぞれに数個ずつ確認された。このように，導管の関口部

の様相は種類によって異なることが明らかとなった。

等糸鯨類および真弁惚類では，導管は主導管 (Mainduct) 

と二次導管 (Secondaryduct) とに分かれ，主導管は断面

をみると繊毛で覆われている部分と刷子縁で覆われている

部分に分かれて構成され，二次導管は周囲が刷子縁から

なっていることが報告されている7)。本研究の結果でも，

等糸偲類であるムラサキイガイの導管は主導管と二次導管

とに分かれ，主導管は繊毛の部分と刷子縁とに分かれ，二

次導管の周囲は刷子縁となっていることが確認された。二

次導管は，主導管の刷子縁で、覆われた切れ込みの先端から

延びた構造を示していることから，ニ次導管を構成してい

る組織は主導管の刷子縁の部分と同様な構造となっている

と考えられる。

中腸線細管は，糸線類である Anadar叫 subcrenataや

Brachidontes senhousiιでは導管の末端から分かれた後に中

腸腺細管が更に枝分かれし (Simplebranching type II)， 
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等糸鯨類や真弁鯨類の種類では導管の末端に 1つずつ独立

して分かれた形をしている (Simplebranching type r) 8)。

本研究の結果でも，等糸鯨類であるムラサキイガイの中腸

腺細管はSimplebranching type 1を示すことが確認された。

中勝腺細管のH音細胞は，若い細胞で将来栄養細胞になる

と推測されている 6)。暗細胞は，真弁自思類ではCryptに存

在している口)。しかし，原偲類であるN.sulcataや等糸自忠

類であるイガイMytilusedulisで、はCryptが存在しないため，

精細胞の中腸腺細管での位置は一定の傾向を認めがたいと

報告されている問。ムラサキイガイ M.galloprovincωlωで

もイガイ M.edulisと同様にCryptがなく，陪細胞は後者に

消化細胞の間に散在していた。

一方，ムラサキイガイの腸の基本的な形は，タイラギω，

アコヤガイ凶や，マガキ山と同様の単純な形を示すこと

が明らかとなった。

要 約

ムラサキイガイの中腸腺の構造を鋳型および組織像から

調べた。中腸腺は食道から幽門部にかけての胃の周囲を覆

う形で展開していた。導管は胃援の 3箇所から数本ずつ

Orifices構造を示して出ていた。導管は主導管と二次導管

から成り，それぞ、れの中腸腺細管が直接二次導管から出て

いた。中腸線細管は，殻を徐去すると外部から観察するこ

とが可能であった。
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Fig.l • Vertical section of the body of the common mussel， Mytilus galloρrovmcωlis. a: left side view， b : 
right side view， D : digestive diverticula， ST: stomach， OS : oesophagus， SG : sorting gland， IN : 
intestine， FT : foot， OA : oral aperture， CT : ctenidium， VT : ventricle. Bar= 1 cm 
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Fig. 2. Vertical section of the stomach of the common mussel. a : left side view， b: right side view， D 
digestive diverticula， DD 1 ， DD 2 and DD 3 : orifice of the main duct， ST : stomach， DD : duct， OS 
oesophagus， SG : sorting gland， IN : intestine， CT : ctenidium. Bars= 1 mm 
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Fig. 3. Corrosion resin-cast of the digestive organ of the pen shell. A : left side view， B : frontal view， C 
right side view， 0 : rear view. 0: digestive diverticula， OS : oesophagus， IN : intestine， AN : anus 
Bar= 1 cm. 
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Fig. 5. Corrosion resin-cast of duct of the digestive diverticula of the common mussel. a: frontal view， b 
right side view， c : rear view. DD 1， DD 2 and DD 3 : duct， ST : stomach， SG : sorting gland， OS 
oesophagus， IN : intestine. Bars= 1 mm. 
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Fig. 6. Corrosion resin-cast of duct of the digestive diverticula of the common mussel. A : frontal view， B 
right side view， C: rear view， 0 : left side view. 001， 002 and 003・duct，ST : stomach， SG 
sorting gland， OS : oesophagus， IN : intestine. Bar= 1 mm 
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Fig. 7 . Vertical section of the body of the common mussel. b expanded the part of stomach in a， 0， 01， 0 
2 and 03: digestive diverticula， 00， 001， 002 and 003: duct of digestive diverticula， ST : 
stomach， SG : sorting gland， OS : oesophagus， IN : intestine， PL : labial pulp， FT : foot， MT : man-
tle， AD : adductor muscle， OA : oral aperture. Bars= 1 mm 
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Fig. 8. Longitudinal section of the body of the common mussel. b : magnified view of the stmach in a， 0， 0 
1， 02 and 03: digestive diverticula， 00， 001， 002 and 003: duct of digestive diverticula， 
ST : stomach， OS : oesophagus， IN : intestine， MT: mantle， AD : adductor muscle， CT : ctenidium， 
SV : shell valve. Bars= 1 mm 
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山元，半田

Fig. 9. Horizontal section of the body of the common mussel. b : magnified view of the stomach in a， 0， 0 
1， 02 and 03: digestive diverticula， 00， 001， 002 and 003: duct of digestive diverticula， 
ST : stomach， SG : sorting gland， OS : oesophagus， IN : intestine， PL : labial pulp， MT : mantle， AD 
adductor muscle， CT: ctenidium， SV : shell valve， OA : oral aperture. Bars= 1 mm 
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Fig.l0. Corrosion resin-cast of the digestive diverticula (A and B) and exterior view of the tubule of the 
digestive diverticula (C) of the common m凶 sel.D : digestive div巴rticula，ST : stomach， OS : 
oesophagus， IN : intestine， BV: blood vessel， T : tubule. Bars= 1 mm 
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